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第 6回：　国連気候変動ボン会議 III の報告

（2010 年 8 月 開催）
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今回の会議の位置づけ

2009 コペンハーゲン会議
（COP15・COP/MOP5）

留意されたコペンハーゲン合意

2010 メキシコ・カンクン会議
（COP16・COP/MOP6）

カンクン合意

2011 南アフリカ会議
（COP17・COP/MOP7）

新しい国際枠組みの合意

2010年3回目の
 会議



カンクン合意で合意されるべき中身

2℃未満

世界全体での大幅削減（80％）・ピーク（〜2015年）

先進国の削減目標 途上国の削減行動

• 全体として40％削減（

 90年比）

• 全体として30％削減

 （BAU比）

REDD／メカニズム／国際航空・船舶

適応・技術・資金・キャパシティビルディング

包括的な合意は無理？
↓

「南アフリカ」へのステップ
↓

部分合意



どんな部分合意が？

CANの暫定的な提案



2010年3回目の会議＝残りは後2回

カンクン合意は見えてきたのか？



膨らんだテキスト：途上国の緩和

・・・・

先進国によるMRVに関する文言の追加 途上国の反発



再び議論され始めたREDD＋



45ページ 70ページ

成果？



議定書AWGは？

• 数値目標議論
•5〜7年間の目標にどうなお

 すのか

• 森林吸収源
•不可抗力（force majerue）
•木材製品（HWP）
•参照レベル

• 法的課題



天津、カンクン、そして南アフリカへ

カンクンで優先すべき合意事項を選定できるか

建設的な議論の雰囲気を維持できるか

国内政治の負の連鎖を断ち切ることができるか



ご静聴ありがとうございました

関連資料は：http://www.wwf.or.jp/climate/
ご質問・ご意見は：yamagishi@wwf.or.jp

パンダは皆さんのご支援によって

 
支えられています
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